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１
９
６
４
年（
昭
和
39
年
）の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
前
、
短
期
間
で
都
心
の
交
通
網

を
整
備
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た

首
都
高
速
道
路（
首
都
高
）は
、

用
地
買
収
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
そ
の
多
く
が
川
の
上
に

造
ら
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
重

要
文
化
財「
日
本
橋
」の
真
上
を

首
都
高
が
通
っ
て
い
る
景
観
は

有
名
で
す
の
で
、
見
た
こ
と
が

あ
る
方
も
多
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん（
２
頁
参
照
）。

　

現
在
、
こ
の
首
都
高「
日
本

橋
区
間
」は
地
下
化
工
事
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
２
０
４
０
年

に
は
川
の
上
の
高
架
橋
は
完
全

に
撤
去
さ
れ
る
予
定
で
す
。
い
ず
れ
見
る
こ

と
の
で
き
な
く
な
る
こ
の
独
特
の
景
観
を
、

せ
っ
か
く
な
ら「
川
か
ら
見
て
み
よ
う
」と
、

ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
神
田
川
ク
ル
ー
ズ
」は
日
本
橋
船
着
き
場

か
ら
出
発
し
、
日
本
橋
川
、
神
田
川
、
隅
田

川
を
巡
っ
て
再
び
日
本
橋
へ
帰
着
す
る
コ
ー

ス
。
普
段
は
見
上
げ
る
こ
と
の
な
い
首
都
高

を
真
下
か
ら
眺
め
る
と
、
そ
の
迫
力
は
圧
巻
。

幾
重
に
も
重
な
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
構
造
物

は
、
ま
る
で
巨
大
な
竜
が
東
京
の
空
を
泳
い

で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　
日
本
橋
川
の
一
部
は
か
つ
て
江
戸
城
の
外

堀
と
し
て
整
備
さ
れ
、
天
下
普
請
を
行
っ
た

様
々
な
大
名
家
の
印
が
刻
ま
れ
た
石
垣
が
今

も
残
っ
て
い
ま
す
。
地
上
か
ら
は
見
え
な
い

位
置
に
あ
る
石
垣
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
こ
の
ク
ル
ー
ズ
の
魅
力
の
一
つ
で
す
。

　
神
田
川
に
入
る
と
す
ぐ
、
東
京
ド
ー
ム
の

屋
根
が
見
え
、
運
動
本
部
の
あ
る
水
道
橋
駅

周
辺
を
進
み
、
緑
豊
か
な「
お
茶
の
水
渓
谷
」

へ
。
こ
の
渓
谷
を
ま
た
ぐ
よ
う
に
建
つ
御
茶

ノ
水
駅
は
、
谷
底
を
流
れ
る
神
田
川
の
上
を

Ｊ
Ｒ
と
東
京
メ
ト
ロ
丸
の
内
線
が
立
体
的
に

交
差
す
る
鉄
道
フ
ァ
ン
に
人
気
の
フ
ォ
ト
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
こ
の
あ
た
り
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
地
形
は
、
江
戸
時
代
、
洪
水
を
防
ぎ
水

運
の
利
便
性
を
上
げ
る
た
め
、
台
地
を
分
断

す
る
よ
う
に
掘
削
し
て
人
口
の
渓
谷
を
つ

く
っ
た
か
ら
。
仙
台
藩
が
担
当
し
た
大
工
事

で
、「
仙
台
濠
」「
伊
達
濠
」と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

　
ク
ル
ー
ズ
の
間
に
い
く
つ
も
く
ぐ
る
橋
に

は
、
関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
の
傷
跡
が

残
る
も
の
も
あ
り
、
様
々
な
歴
史
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
。
最
後
は
隅
田
川
か
ら
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
や
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
群
を
眺
め
、

90
分
の
船
旅
は
終
了
。

　

い
つ
も
と
は
違
う
角
度
か
ら
見
た
東
京
。

変
化
し
続
け
る
街
並
み
の
中
に
、
古
く
か
ら

の
歴
史
も
感
じ
ら
れ
、
新
た
な
魅
力
を
再
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今回利用したクルーズ▪日本橋クルーズ（㈱東京湾クルージング）
　コース名：神田川クルーズ90分

首都高を下から
江戸と東京の今が息づく
神田川クルーズ

都心とは思えない木々
が茂る「お茶の水渓谷」

江戸城の石垣もクルー
ズ船ならではの近さで

下から眺める首都高は圧巻！

のん
ち
ゃ
ん
の
お
出
か
け
記

コースの詳細、その他の
コースはこちら


